
公表日：令和６年２月１日 事業所名：大久保駅前放課後等デイサービス サービス種類：放課後等デイサービス

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

国の指定基準を満たしたスペースを確保し、
余分な物は置かないようにしています。

はい…９
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…４

現状の中で室内の配置を見直し、利用者が安全に
活動できるスペースを確保できるよう努めます。ま
た、保護者へ周知できるよう、面談時にフロアマップ
を見ていただきながら、十分なスペースがある事を
説明していきます。

2 職員の適切な配置

国の人員配置基準に定められている人数よ
り、多く配置しています。また、利用者に必要
なフォローができるように、見守りをしていま
す。

はい…８
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…４

個々に応じた対応ができるように、基準より多めの
職員配置を継続していきます。また、保護者が周知
できるように、面談時に日頃の職員配置についても
説明していきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

利用者が活動しやすい配置や座席順を考
え、ホワイトボードを使用した視覚的な支援
を行っています。また、階段など危険が伴う
場所では見守りを行い、安全面に配慮し、支
援を行っています。

はい…７
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…５

より丁寧なアセスメントを心掛け、利用者の特性に
応じた情報伝達を行っていきます。建物の構造上
バリアフリー化ができないため、階段の見守りや安
全性は継続していきます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

法人全体で美化月間があり、施設以外の職
員に清潔さをチェックしてもらう事で、職員全
体の意識づけもできています。整理整頓や、
空間の環境整備を行っています。

はい…８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…５

丁寧な清掃と整理整頓を行い、心地よく過ごせる環
境をさらに徹底していきます。また、活動しやすい室
内のレイアウトや、掲示物なども工夫していきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

法人全体で、半年に一度の業務改善の為の
レポート提出があり、その中で挙がった意見
は、検討、改善を行っています。

今後も現状を継続していきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

現在は行っていません。
要望があれば、今後外部評価の活用を検討したい
と思います。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

法人内での毎月の勉強会や、外部の研修
会に参加し、全ての職員と共有する事で、資
質の向上に努めています。

研修会には積極的に参加し、参加できない職員に
も伝達する体制を整えて、資質の向上を図っていき
ます。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

保護者との面談時に、前回の支援計画書に
対しての振り返りを行い、現状を情報共有し
ています。その中で、新たな課題が出れば
新しく目標設定を行い、支援計画を作成して
います。

はい…１２
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

多様なニーズに応じた計画作成と、活動内容の工
夫を行っていき、保護者との意見を共有した上で、
反映していきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

最低でも半年毎に保護者と面談を行い、利
用者に適切なサービスを提供できるよう、計
画を見直し、作成しています。

利用者と保護者のニーズを照らし合わせて、計画を
作成していきます。また、計画作成後に再度、内容
の説明を行い、不明な点をなくすよう改善していき
ます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

身辺自立、療育課題、コミュニケーション、各
機関との連携についての目標設定を行って
います。項目毎に利用者の課題と、課題に
対しての支援内容を設定しています。

はい…１２
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

面談を通じて具体的な項目の設定や支援内容の記
載について確認をしていき、利用者、保護者にわか
りやすい課題や支援内容を設定し、記載していきま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

支援計画書を基に支援を行っています。職
員間で面談内容や利用者の特性などの情
報を共有し、支援内容を統一しながら、支援
を行っています。

はい…１１
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…１

支援計画に沿って振り返りや記録を取り、職員全員
で支援計画を確認しながら、日々の支援を行いま
す。また、保護者に理解していただける支援内容を
考えていきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

前月にカリキュラムの計画を立て、その日の
利用者の特徴や状況に合わせて毎日の活
動プログラムを考えています。また、利用者
にカリキュラムのアンケートをとっており、利
用者の声を基に職員のスキルアップに繋げ
ています。

今後も現状を継続していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

出来る限り同じ環境を提供し、リズムを整え
ていく事を心掛けています。

今後も職員間で話し合いの場を定期的にもち、
様々な活動が提案できる体制を整えていきます。ま
た、活動内容に関して、適宜保護者への伝達を行
い、周知できるよう改善していきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

前月にカリキュラム内容の計画を立てて、固
定化しないように工夫しています。また、そ
の日の利用者の特徴と状況に合わせて、療
育内容を変更するなどし、職員間で意見を
出し合い取り組んでいます。

はい…９
どちらともいえない…２
いいえ…０
わからない…２

今後も全職員が支援内容や役割分担、活動の目的
やねらいを確認できるようにしていきます。また、振
り返りを行い、利用者と保護者の意見を取り入れ
て、活動プログラムが固定化しないようにしていきま
す。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

役割分担は基本的に固定していますが、職
員に休暇があった場合は臨機応変に対応し
ています。また変更があった場合は。職員間
で共通理解してます。

今後も現状を継続していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

その日にあった出来事や、保護者からの伝
達事項、利用者への支援内容については毎
回記録を残し、振り返りを行って次回に活か
すようにしています。また、職員間でも話し合
い、改善点や気づいた事など、意見を出し
合っています。

今後も現状を継続していきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

利用者の様子や支援内容については、記録
を残し、職員間で常に意見交換しながら振り
返りを行っています。また、保護者とは連絡
ノートを使って情報共有しています。

利用者の様子を細かく記録し、職員間の共通理解
を深めると同時に、利用者への支援に偏りが出な
いようにしていきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

定期的にモニタリングを行い、保護者から現
状を確認して、必要に応じて支援内容や目
標を見直しています。

今後も現状を継続していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

児童発達支援管理責任者や支援員が出席
し、支援内容の確認や方向性を話し合って
います。

今後も現状を継続していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現在、該当の利用者はいません。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現在、該当の利用者はいません。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

現在、該当の利用者はいません。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

卒業後の進路先との連携として、保護者の
了承の基、支援内容を情報共有する事もで
きます。

保護者からの要望があれば、今後も検討していき
ます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

定期的に研修会に参加しています。 今後も必要に応じて検討していきます。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

秋祭りを開催し、外部との交流を持つ機会を
作っています。

はい…３
どちらともいえない…３
いいえ…１
わからない…６

保護者や利用者にご意見を伺い、必要に応じて交
流する場を持てるよう検討していきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

秋祭りを開催し、事前にポスター等で案内し
た上で、地域住民にも来ていただける日を
設定しています。また、施設の周辺を清掃す
る活動を取り入れています。

事前のポスター等の案内だけでなく、利用者と一緒
に招待状の作成と挨拶を行い、事業の案内を行っ
ていく事で、地域住民とのコミュニケーションが多く
とれるようにしていきます。また、地域清掃を行うこ
とで、地域貢献をしたり、活動を見ていただく機会を
増やしていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

施設の契約を行う面談時に、保護者への説
明を行っています。また、問い合わせの都
度、説明しています。

はい…９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…３

分かりやすく、丁寧な説明を行っていきます。特に
初めての請求の時は、より丁寧に説明していきま
す。個々の質問に対しては、電話やメールでもお伝
えできるようにしていきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

面談の時に、保護者と支援計画の内容を振
り返りながら、十分な聞き取りを行い、説明
しています。

はい…９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…３

疑問点が残らないよう、より一層丁寧な説明を心掛
けていきます。また、日々の支援内容についても、
サービス提供記録を活用しながら随時お伝えしてい
きます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

保護者からの相談があれば、指導員との面
談を行い、話し合いの場を設けています。ま
た、保護者会後に保護者からの疑問点を挙
げてもらい、解決策の案内を行っています。

はい…５
どちらともいえない…２
いいえ…１
わからない…４

保護者からの相談に応じ、解決策を検討していくだ
けでなく、こちらから悩み事や相談がないか声を掛
け、話しやすい関係を作っていきます。定期的にペ
アレントトレーニングを行い、保護者の疑問を解決
していきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

保護者との連絡ノートでのやりとりで、日頃
から情報を共有できるようにしています。ま
た、何かあれば電話やメールでその日の様
子を伝え、共通理解できるように努めていま
す。

はい…９
どちらともいえない…２
いいえ…０
わからない…２

日頃から、保護者とサービス提供記録のやりとりを
密に行い、必要に応じて電話やメールでも細かな情
報共有の機会を持ちます。面談の機会に、日々の
状況を改めて伝え、共通理解ができるよう取り組ん
でいきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

半年に1回のペースで面談を行うと共に、日
頃から必要に応じて保護者と個別に話をす
る時間を作り対応しています。保護者のお話
をよく聞いて、その方の悩みにあった対応が
できるようにしています。

はい…１１
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…１

悩みを相談しやすい関係性を築けるよう、利用者の
日頃のご様子を積極的に伝えていきます。相談内
容に適切な助言が行えるよう、職員同士で日々話し
合いを行い、対応していきます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

保護者会を行い、保護者同士の交流や情報
交換ができるようにしています。

はい…５
どちらともいえない…３
いいえ…２
わからない…３

保護者会の定期的な開催を行い、保護者同士の交
流が取れるような内容を検討していきます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情があった際には、職員ですぐに周知し、
相談をしてから対応するようにしています。
また、改善策についても、利用者、保護者に
お伝えするようにしています。

はい…８
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…４

より丁寧で、迅速に、利用者や保護者へ分かりやす
くお伝えできるようにしていきます。また、行った対
応について振り返り、現状の反省をして、今後に活
かしていきます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

必要に応じて口頭だけでなく、文章やメール
でも保護者へ説明を行っています。また、利
用者に対して、適切な伝達方法を考え、一
人一人に合わせた伝え方を職員間で共有し
ています。

はい…１０
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…２

利用者や保護者のお話をよく聞き、分かりやすい伝
え方を心掛けます。また、職員間で個人に合わせた
伝え方を考え、一人一人にあった伝達方法でお伝
えをしていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月、行事予定や活動内容の報告を記載し
た通信を発行し、お渡ししています。また、定
期的にブログを更新し、活動の様子を発信し
ています。ブログを更新した際は、メールで
保護者にお知らせをしています。

はい…１２
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

ブログの更新をしたら、その都度案内を行っていき
ます。また、行事予定の変更は事前に連絡する事
を心掛けていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

個人情報などが記載されているものは、人
の目に触れない場所に保管しており、施設
外に持ち出さない事を徹底しています。破棄
する書類はシュレッダーを使用しています。

はい…９
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…４

パスワードのかかったパソコンを使用し、個人情報
の取り扱いには十分に注意していきます。書類の
整理整頓を行い、個人情報が人の目に触れないよ
うにしていきます。また、保護者に書類の取扱いに
ついて周知していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

各対策マニュアルを作成し、職員全員が周
知した上で、シュミレーション訓練を行ってい
ます。保護者には、避難場所、感染対策な
どお手紙で配布したり、メールで知らせるよ
うにしています。

はい…１０
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…２

手に取りやすい場所ヘマニュアルを置き、職員間で
周知できるようにしていきます。また、保護者が施
設に来所されたときや面談時に、内容について説
明をしていきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

月に1回、火災、地震、水害、ガス漏れ、不
審者等を想定した避難訓練を行っていま
す。また事前指導、事後指導にも力を入れ
ており、災害対策をする意味を伝えていま
す。

はい…１２
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

引き続き避難訓練やミーティングを行う事で、災害
に備えていきます。さらに、実施内容について、事
前指導と事後指導を行い、内容を周知するととも
に、保護者にも活動時のご様子をお伝えしていきま
す。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

定期的に、全職員で虐待についての研修を
行い、日頃の支援内容の振り返りや、具体
的な事例を挙げて意見を出し合い、虐待防
止に努めています。また法人全体で虐待防
止に関するミーティングを行っています。

引き続き研修を行っていく中で、日頃の支援内容を
振り返り、より良い支援方法を検討していきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明し、了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

現在、身体拘束は行っていません。
今後も様々な方法を検討する事を怠らず、やむを
得ず拘束を行う場合は、保護者と相談した上で、支
援として取り組んでいきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

施設の利用開始の際に、保護者に必ずアレ
ルギーに関する確認を行っています。食物
アレルギーのある利用者に対しては、保護
者の指示の基、対応を行っています。

今後も現状を継続し、保護者と相談しながら、対象
の利用者には適切に対応していきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハット事例集は施設にて作成していま
す。気になる事があれば、職員間で共有した
上で、今後の対応を話し合い、細かく記録を
残すようにしています。

今後も記録や情報共有を行い、再発防止や事故を
防ぐエ夫を検討していきます。

非
常
時
等
の
対
応


